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研究成果の概要（和文）：認知症高齢者を介護する家族が介護に対するポジティブな感情を抱く経験が、仕事と介護と
を両立させていく上での重要な要因となっている可能性が伺えた。特に、介護者が介護を始める以前から現在に至るま
で変わらずに一貫してその人らしくあり続けられているという実感と、さらに、介護に関する様々なストレスがあって
も、それを乗り越えているという克服体験としての実感が得られているということが、離職をはじめとする様々な介護
上の課題に対し、ポジティブに向かう重要な要因であることが示された。これらの視点がどのようなサポートとして具
体的に企業や地域において実現可能であるのかを明らかにしていくことが今後の課題である。

研究成果の概要（英文）：It seems that the experience of having positive feelings about caring is an 
important factor for family caregivers of people with dementia continuing both caring at home and working 
at jobs. Particularly, it is found that the experience of consistent feeling of being himself/herself 
through the time of caring, and the experience to overcome stress from caring is important for family 
caregivers to face various issues of caring positively, including leaving jobs. Future studies should be 
focused on clarifying how the support system would be implemented in a community and companies along the 
aspect of the findings.

研究分野： 高齢者看護

キーワード： 介護離職　ポジティブ感情　自己成長感　ストレス関連成長　首尾一貫性感覚　把握可能感　対処可能
感　介護家族
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 総務省就業構造基本調査によると、家族の
介護や看護のために離職・転職した人は、
2006 年 10 月からの 1 年間で約 14 万 4800
人に上り、前年同期比で 4 割の増加であった
ことが報告されている。またそのうち、男性
は約 2 万 5600 人であり、その多くが 40～50
代の働き盛りと言われる年代であることが
多いとされている。こうした介護離職者急増
の背景には、2006 年に行われた介護保険法
の改正により、要介護者への在宅サービスが
制限されたことが影響していると指摘する
声も聞かれているが、同時に、行政によるサ
ポートや、更には退職者を生む企業側の不十
分な対応もその一因と考えられている。 
 2005 年の育児・介護休業法の改正により
「労働者は、申し出ることにより、要介護状
態にある対象家族１人につき、常時介護を必
要とする状態ごとに１回の介護休業をする
ことができ」ることが示された。しかし、こ
の制度の活用はわずか 6.6％程度との報告も
あり、介護をしたくても仕事を休むことがで
きない現状があることも伺える。親や親族の
介護問題は、一夜にして生じる状況ではない。
離職に至るまでの間には、様々な状況の変化
があり、そうしたプロセスを経て最終的に職
を辞する決意を固めるに至るはずである。つ
まり、どのような状況を経て介護離職への決
断を下していくのか、そのプロセスが明確に
なることで、どの段階で如何なる支援が必要
となるのかを知ることができるはずである。
また、こうしたポイントが分かることは、企
業の特性上難しいと思われる支援の提供も、
それぞれの企業ごとに、対象社員の状況に応
じた支援の提供を可能としていくことにな
るだろう。しかし、こうした状況に関し、労
働政策的な研究アプローチはみられるもの
の、当事者、更には家族介護者を支援しよう
とする看護、介護領域においての研究はほと
んど見られていないのが現状である。 
 平成 23 年度版の高齢社会白書では、我が
国の高齢化が 23.3％に上昇したことを記し
ている。また、厚生労働省は、平成 22 年
（2010）における「認知症高齢者の日常生活
自立度」Ⅱ以上の高齢者数が 280 万人であっ
たことを発表した。こうした状況を鑑みると、
家族の介護に直面する労働者は今後ますま
す増えていくことが予測され、介護により離
職を余儀なくされる人々の数も増加してい
くと考えられる。介護による離職は、すなわ
ちその家族の生活基盤を揺るがす状況を生
むこととなる。家族介護者が介護の提供のた
めに職を失ってしまう状況を明らかにし、そ
の対応策を早急に議論していくことは、ひと
つは要介護者本人の生活の質を高めること
に繋がり、また介護する家族の生活を護るこ
とにもなるだろう。また、人材が流出する企
業にとっても、経験を積んだ労働者の喪失を
防ぐことへも繋がっていくことになると考
える。 

２．研究の目的 
 本研究では、認知症の人を抱える家族介
護者が、その介護のために勤めている仕事
を辞めなければならない介護離職の現状を
明らかにするとともに、家族、地域、企業
の連携による将来的なサポートシステムの
構築に向けた示唆を得る事を目的とした。
特に、どのような状況から最終的な離職とい
う選択がなされていくのかといった、離職に
至る家族介護者側のプロセスを明確にして
いくこと、また、そうしたプロセスの中で、
当事者、家族が何を必要とし、それに対し地
域、行政、また企業からのいかなるサポート
を必要としているのかに関する今後の課題
の明確化を行い、将来的な介護を理由とした
離職に関するサポートシステムの構築に向
けた知見を得ていくことに焦点を当てた。 
３．研究の方法 
（１）１年目は、介護離職に至るプロセスの
明確化をはかるため、まず介護離職を経験し
た方がたへの聞き取り調査を行い、その内容
分析を行った。また、要介護家族、特に介護
を要する認知症の人を家族に有しているが
介護離職には至っていない企業社員を対象
に、今までの状況、現在の状況、さらに今後
予測される状況など、介護に関する状況変化
の聞き取り調査を行い、前者との比較からい
かなる状況によって介護離職が起こりうる
のか、そのプロセスをインタビュー内容から
分析し、明らかにしていくこととした。 
（２）２年目においては、（１）の聞き取り
調査で得られた結果をもとに、介護家族を対
象にアンケート調査を行った。この調査では、
介護家族が介護経験から抱くポジティブな
感情に着目し、どのような時に介護家族は
「介護をしていて良かった」といったような
ポジティブな感情を抱くのかを、Ａ県の認知
症家族会会員のうち、現在認知症の人を介護
する家族500名を対象に行った介護環境に関
する調査（2012 年第 13 回日本認知症ケア学
会にて発表）から、介護に関するプラス感情
に影響を与える要因に着目し再分析を行っ
た。  
（３）３年目においては、本研究の最終段階
として、（２）で行った介護経験から得られ
るポジティブ感情に関する調査結果を踏ま
え、認知症と生きる人を介護する家族が、介
護というストレスフルな経験からどのよう
な内的変化を起こしているのか、その実情を
自己成長感というポジティブな変化の視点
から捉えていく調査を行った。 
 B 県の認知症家族会登録会員のうち、認知
症を生きる人の介護経験がある家族500名を
対象にアンケート調査を行った。調査項目は、
基本属性のほか、自己成長感の測定として
「ストレス関連成長(SRG)尺度」、ストレス対
処力の測定として「首尾一貫感覚(SOC-13)尺
度」を用い、その他の影響要因として「一般
性自己効力感（GSE)」、「自己健康感（MHI)」
の調査を行った。 



・ 介護に関し て相談でき る人がいるか　 　 　 　 　 　 　                 
・ 認知症の人と 同居し ているか                                                 
・ 介護を手伝っ てく れる人がいるか　 　 　 　 　 　 　                   p=.012                                   
・ 介護者自身の健康に不安や問題があるか 
・ 介護に関し て困っ ている事があるか 
・ 介護保険サービスを利用し ているか 
・ 介護保険外のサービスを利用し ているか                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

p=.033 
・ 介護のために自分の時間が持てないと 感じ るか 
・ 本人は一人で外出でき るか 
・ 本人は一人で留守番ができ るか 
・ 近く に気軽に見守り を頼める人がいるか                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

p=.005 
・ 地域に認知症の人が安心し て利用でき る施設があるか 
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介護環境の違いに見るプラス感情 
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Χ2値:12.16, 自由度=4, p=.006  

 ４．研究成果 
（１）インタビュー調査 
 インタビューの結果からまず明らかとな
ったことは、介護を理由に離職を経験した者
も、また離職せずに仕事を継続している者で
も、それぞれの家族が抱えている状況は様々
であり、またその状況に関係する要因は広く
多岐にわたっており、家族に共通する要因や
特徴を導き出していくことが非常に困難で
あるということであった。しかしその中で、
家族が離職という判断に至る経過に大きな
影響を与えている可能性がある一要因に着
目し、さらなる調査分析を進めていくことで、
支援に向けたより明確な示唆を得ることが
可能となるのではないかと考えられた。その
要因とは、介護家族が抱くポジティブな感情
であった。 
 介護離職に関するインタビュー調査の分
析を進める中で、介護に関して似たような同
じ状況にある家族であっても、仕事を辞める
決断を下す家族と、辞めないで介護を続ける
家族とがいることがわかってきた。また、介
護や仕事に関して似たような状況に置かれ
ていたとしても、介護に対して抱く思いはそ
れぞれに異なっていること、また異なる思い
を抱かせるに至る特有の状況があることも
わかってきた。すなわち、認知症高齢者への
介護が仕事を圧迫し始める状況に置かれた
時においても、その家族が介護に対してどの
ような捉え方をしているのか、できているの
かによって、その後の状況に対する対応や経
緯に大きな違いが現れてきている可能性が
考えられたのである。そして、その中で家族
が介護に対してポジティブな感情を抱いて
いることが、離職を含むその後の状況判断に
際し、ポジティブな影響を与えているように
考えられたのである。 
 そこで、次年度においては、認知症高齢者
を介護する家族が、介護を通じて実際にポジ
ティブな感情を抱くことがあるのか、またど
のような時に家族は、「介護をしていて良か
った」といった感情を抱くのかを調査し、分
析を行うこととした。 
（２）アンケート調査① 
 アンケート対象者は 289名（男 59、女 227、
不明 3）であり、平均年齢は 65.4±11.2 歳、
平均介護歴は 6.7±5.3 年であった。 
 「介護をしていてうれしいと感じることが
あるか」という問いに対し、＜ある＞と回答
したのが 134 名（47.5%）名、＜ない＞との
回答が 82 名（29%）であり、介護経験におい
てポジティブな感情を抱くことが＜ある＞
との回答が＜ない＞を上回る結果となった。 
また、「うれしいと感じる時はどのような時
か」との問いに対しては、「笑顔や嬉しそう
な表情、しぐさなどの喜びの反応が見られた
とき」との回答がもっとも多く 59 名であり、
「ありがとうなど、感謝や労いの言葉が聞か
れたとき」との回答が 25 名と次に多い結果
となった。 

  
 
 
 
 
 
 約半数近くの対象者は、介護をしていてう
れしいと感じるような、プラス感情を抱く経
験をしており、その多くは、被介護者からの
笑顔やねぎらいの言葉など、介護者への介護
に対するプラスの反応を感じる時である事
がわかった。認知症の進行に伴いそうした反
応が得られ難くなっていった時に、家族が介
護に対するネガティブな思いを膨らませて
しまう可能性が考えられた。 
  さらに、「介護をしていてうれしいと感じ
るか」との問いに対する回答は「介護を手伝
ってくれる人がいるか」(p=0.012)、「近隣に
見守りなどを依頼できる人がいるか」
(p=0.005)を除き、その他の介護環境の違い
では有意な差は現れなかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
また、有意差を生じた２項目では、手伝いを
してくれる人、見守りをしてくれる人がいる
か・いないかの違いが、うれしさを感じる事
がないというマイナス感情を高める要因と
して影響を与えている事が明らかとなった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



【 介護経験の違いによる自己成長感の比較】

  認知症の⼈人の護経験を通して…   N   M   SD   p  

①    精神的な強さは  
過去   157 3.85 .700 

0.017 
現在   148 3.62 .921 

②    ⼈人⼈
を

乗越え ていく⼈自信は  
過去   158 3.77 .731 

0.002 
現在   148 3.49 .821 

③    新しい⼈生きいや⼈人⼈生 の 楽しみは  
過去   157 3.32 .969 

0.005 
現在   145 3.02 .901 

④    ⼈人や会のために役⼈立立ちたいという思いは  
過去   158 3.97 .769 

0.028 
現在   147 3.77 .811 

⑤    物事に対する捉え⼈方は  
過去   158 3.84 .764 

0.02 
現在   147 3.62 .855 

⑥    1⼈日1⼈日をごしていく ことに対する思いは  
過去   157 4.07 .735 

0.012 
現在   148 3.83 .899 

⑦    家族との絆（関係）は  
過去   156 3.85 .804 

NS 
現在   147 3.70 .887 

⑧    友⼈人と絆（関係）は  
過去   156 3.63 .754 

NS 
現在   148 3.48 .853 

⑨    認知症の介護を経験していなければ得られな    
  かったような信頼できる友⼈人や知 ⼈人は  

過去   157 3.61 .910 
NS 

現在   147 3.42 .928 

⑩  健康への意識識は  
過去   156 4.12 .703 

NS 
現在   145 3.97 .837 

合  計  
過去   151 38.07 5.48 

0.002 
現在   141 35.92 6.43 

 このことは、辛く大変な介護の日々の中で
もプラス感情を抱く経験は介護環境にそれ
ほど左右されない一方、見守りや介護の手伝
いといった日常生活上でのサポートが十分
に得られないと、ポジティブな思いを抱く経
験を妨げる可能性が高まることを示してい
ると考えられた。 
（３）アンケート調査② 
 アンケート調査①の結果から、介護家族の
約半数が「介護をしていてうれしいと感じる
ことがある」経験をしており、また、笑顔や
ねぎらいの言葉など、被介護者から介護者へ
の介護に対する肯定的な反応が、介護者にう
れしいというポジティブな感情を抱かせて
いる事が明らかとなったが、それでは、介護
者が抱くこうしたポジティブな感情は、介護
者自身に介護を通じて何らかのポジティブ
な変化を生じさせているのだろうか。また、
介護経験から生まれるポジティブな変化に
はどのような要因がいかなる影響を与えて
いるのだろうか。この調査では、介護者が感
じる自己成長感をポジティブ変化の一指標
と捉え、現在介護を行っている家族と、過去
に介護をした経験がある家族の２グループ
間で比較を行うことから、介護家族への支援
に資する示唆を得ようと試みた。 
  アンケート調査の対象者数は 324 名であ
り、うち現在介護を行っている家族のグルー
プは 148 名、平均年齢 67.0±9歳、介護経験
歴は 7.6±5 年であった。また、過去に介護
経験がある家族のグループは 159 名であり、
年齢は 68.3±9 歳、介護歴は 9.0±6 年であ
った。 
 ストレス関連成長尺度(SRG)の得点に見る
自己成長感は、どの項目においても中央値で
ある3.00を超えており、現在介護中の家族、
過去に介護経験がある家族のどちらのグル
ープにおいても、介護経験を通じてポジティ
ブな変化としての自己成長感を感じている
ことが分かった。しかし、合計得点をグルー
プ間比較でみると、過去介護グループの得点
が有意(p=.002)に高い結果となった。さらに、
得点を問いごとに見ると、６／１０項目にお
いて、過去に介護経験があるグループが有意
に高い得点を示していることが分かった。同
じ介護経験者でも、介護の時期により自己成
長感に違いがあることが明らかとなった。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 SRG と首尾一貫性感覚（SOC-13）の関係に
着目すると、介護の経験時期が違う２グルー
プとも同様な相関関係を示していることが
明らかとなった。しかし、SOC-13 の３つの下
位尺度（把握可能感・処理可能感・有意味感）
において関係性を見てみると、過去の経験グ
ループでは経験の意味づけ（有意味感）に自
己成長感との相関が集中する傾向があるの
に対し、現在経験中のグループでは、把握可
能感や対処可能感とも強い関係性があるこ
とが示された。 

首尾一貫性感覚に関する先行研究から、
「現在自分がおかれている環境において起
きている状況をある程度予測し理解出来る
とする感覚」である把握可能感を向上させる
には「一貫性の経験」が、そして「人生にお
ける出来事はある程度対処可能であるとみ
なす感覚」である処理可能感を向上させるに
は「適度な（乗り越えられる程度）ストレス
下での克服経験」という良質な人生経験が必
要であると言われている。アンケート調査②
において、介護に対する被介護者からの感謝
や肯定的な反応が、嬉しいと感じるような介
護者のポジティブな感情を引き起こしてい
る事が明らかとなったが、このことを調査③
の結果と重ねてみると、介護に対する被介護
者からの感謝や肯定的な反応は、介護者が介
護を始める以前から現在に至るまで変わら
ずに一貫してその人らしくあり続けられて
いるという実感をもたらし、また介護に関す
る様々なストレスを乗り越えているという
克服体験としての実感を得させていると考
えられた。すなわち、現在介護中の家族は、
被介護者から得られる肯定的な反応によっ
て、把握可能感や処理可能感を高めており、
そのことが現在介護中の家族の成長感を強
く形成する要素となっていると考えられた。
現在介護中の介護者がこうした実感を得ら
れるような支援を提供していくことが、介護
者の介護に対するポジティブな感覚を生み、
介護者を成長体験へと導く重要な関わりに
なると言えるだろう。 
（４）まとめ 
 介護離職に至る家族が背負っている背景
はまちまちである。しかし、認知症高齢者を
介護する家族の特徴を見ていくと、仕事を辞
める・辞めないに関わらず、様々な状況が家
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族の介護に対する思いに影響を与えており、
その中でも介護に対するポジティブな感情
を抱く経験があることが、仕事と介護とを両
立させていく上での重要な要因となってい
る可能性があることが、今回の一連の調査か
ら明らかになってきた。その中でも、介護者
が介護を始める以前から現在に至るまで変
わらずに一貫してその人らしくあり続けら
れているという実感をもつことができるこ
と。さらに、介護に関する様々なストレスが
あっても、それを乗り越えているという克服
体験としての実感が得られているというこ
とが、何にも増して介護に向かうポジティブ
な感覚を生む重要な要因であることが示さ
れた。これらのことは、認知症と生きる人を
介護する家族に向けた支援の方向性として、
介護・看護専門職ばかりでなく、離職を減ら
そうと考える企業においても、しっかりと考
慮されていかなければならない視点の一つ
になると言えるだろう。今後は、これらの視
点がどのようなサポートとして具体的に企
業や地域において実現可能であるのかを明
らかにしつつ、仕事を辞めるにしても続ける
にしても、介護家族と認知症のご本人とが安
心して暮らしていくことのできる環境やシ
ステムを整えていくことが課題となるだろ
う。 
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